
 
 

●今月の学校諸経費振替日は１１月１２日（月）です。よ

ろしくお願いします。 

●１１月のスクールカウンセラー高木先生の校区（狭山
中、東・北小）への来校日は、原則火曜日ですが、す
でに予約が入っている場合があります。相談を希望

される方は、とりあえずご連絡ください。 
 ☎ 365-0071 (狭山中) 

◆１１月１４日（水）の授業参観では、１、２年生は学級

懇談会を予定しています。 

★現小学６年生対象の入学説明会は１２月７日（金）の

午後、行われます。 

★２学期末の保護者懇談会は、１２月１７～２０日です。 

★２学期終業式は１２月２１日（金）です。 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                         

 
                       
 

 
 
 
 

 
 
 
 

秋の日はつるべ落とし・・・ 
 （「秋の日は、日があっという間に暮れる」という意味）

学校でも、部活下校時間が一番早い時期です。部活

だけでなく、ちょっとクラスの活動や勉強会などをして

も、すぐ終わってしまいます。それだけに下校時は暗い

ので、できるだけ複数で帰るように言っています。さらに

自転車通学生は遠くになりますので、 

登校・下校時は通学路を守り、安全 

に気をつけましょう。 

文化・芸術、スポーツの秋。そして読書の秋。 

文化的な行事と、体育的な行事が終わりました。この夏の暑さは終わらないのかと思っ

ていましたが、あっという間に「秋：涼しく」なりました。ただ朝夕と、昼の気温の差、日較差

が大きいので、思った以上に体調を維持しにくい季節です。健康管理には気をつけまし

ょう。さて秋といえば残るは「読書の秋」でしょうか。全校集会での校長の 

お話、ＮＨＫの「伊集院光さんＭＣの『１００分 de 名著』」、「ロンブーあつ 

しさんＭＣの『ろんぶ～ん』」など本を題材にした番組もあります。学校で 

も読書に時間をとっていますが、ご家庭でも「文字を追いながら頭の中で 

イメージすること」に取り組んでみてはいかがでしょうか。 

日 曜 部活 行　　　　事

11/1 木 ３年保育実習 (実習は１クラスずつです)

2 金 ３年自学自習会 (全体予定プリントは配布ずみです)

3 土 文化の日　はなまる学習室

4 日

5 月 × ３年進路・アルバム写真　３年保育実習

6 火

7 水 ＰＴＡ社会見学

8 木 × ３年実力テスト

9 金 ３年自学自習会

10 土

11 日

12 月 ×
２年職業講話　学校諸経費振替日
３年保育実習

13 火

14 水 授業参観、３年進路説明会

15 木 ３年ＧＴＥＣ

16 金 ３年自学自習会

17 土 はなまる学習室

18 日

19 月 ３年午後進路懇談　３年保育実習

20 火

21 水 × 　テスト１週間前

22 木 ×

23 金 × 勤労感謝の日

24 土 ×

25 日 ×

26 月 ×

27 火 ×

28 水 × 期末テスト

29 木 ×

30 金 ×

１１月行事予定
狭山中HPにもあります。

話が弾む環境づくりを 
「以前は何でも話してくれたのに、最近何を聞いても無口で…」よくある話で

す。幼い頃は、「うれしいな」「しんどいよ」と全身で表現してとてもわかりや

すいですが、思春期を迎える頃から大きく変化して、理解しにくくなります。 
相談相手が、親から友だちへとかわっていく。これは子どもが親離れしてい

く過程で自然なことですが、近年は、人の心が誰に対しても閉ざされてきてい

る傾向にあると言われています。このことと関連するある学者の言葉です。 
― 顔と顔を合わせて話す「面人類」、電話の方が実のある話ができる「線  

人類」、パソコンの一点を見つめ、知らない人ともメールで会話をする「点  
人類」。そんな進化が人の感性を衰退させ、モバイル（携帯可能な情報通信機 
器等）は人をメディア漬けにした。メディアは、人の心までも支配しよう 
としている。通信技術の進歩は、人々を幸せにしたのだろうか。― 
私たちは世界中の人々と瞬時につながることができる手段を得た反面、身近

な人との直接的なコミュニケーションが苦手になってきているというのです。 
社会環境の変化で人と直接交わる機会が減り、自分をどう出していいか戸惑

う子どもたち。将来、学校や職場などでの人間関係がうまく築けなかったり、

悩みを誰にも相談できなくて孤立したり…様々な状態に陥ることが懸念されま

す。「今日はどんなことがあったの？」「○○はどうしてなの？」と一方的に聞

き、それでわが子のことがわかると思っていた私の苦い経験からですが、私た

ち大人は、子どもの意見や考えを案外聴いていないものです。 
「ニュースでこんな話を聞いたけど、どう思う？」「この材料で、どんな献立

にしようかな？」…身近な話題から相手の関心を見つけ、意見や考えを尋ねる。

話が弾む環境で育つ子どもは、自分が必要とされている喜びを感じながら、そ

の場に応じた話し方や表現のし方を身につけていきます。 
これからの時代は、面人類・線人類・点人類、三種のコミ

ュニケーションを上手く使い分ける力が必要ですが、人と強

くつながるための基本は、表情や動作を伴う豊かな表現力だ

と考えています。狭山中学校ではこのことをふまえ、行事は

もとより日々の授業においても、互いに向き合い、伝え合う

ことの素晴らしさを学ぶ場づくりに励んでいるところです。 
体育大会を終えて、先生たちはさまざまな形でふり返りを行い、次々手元に

届けてくれました。そこに書かれた生徒たちの言葉からは、心を開いて伝え合

った感動や互いに成長できた喜びが、熱く伝わってきます。 
 深まる秋、生徒たちが家庭でも学校でも心を開き、自分らしい表現力を高め

ながら、持てる力を大きく伸ばしてほしいと思っています。 
学校長 田中 典子 
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狭山中 HP http//sayama-jh.osakasayama.ed.jp/ 

      ホームページもご覧ください 

学 校 教育 目標 『 自ら学び、心豊かで、たくましい生徒の育成 』  

学校ホームページ・今日のトップは！この通信の「原稿の最終校正」「印 

刷直前」という段階では「昨日の教師の研究集会」、「ＵＰっぷ」、「絵本『ぼくを探しに』」ですが 

更新の頻度が高いのでこの通信が届くころには変わっているかも。一度ご覧ください。 


